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製
|
.內
地
，送
料
金
拾
八
錢

新
進
の
農
政
大
家
た
る
著
者
が
最
新
の
硏
究 

に
基
き
農
業
政
策
に
風
す
る
諸
問
題
を
解
gi 

せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
近
時
喧
し
き
小 

作
問
題
の
如
き
は
著
者
の
.最
も
力
を
®
せ
る 

所
"
斯
界
唯1

の
快
著
た
k

。

松

岡 ;

避

男

蕃

ニ 

. ？
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u
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S

^

I
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チ

— 命

ft

_

n r

ド
ク
ト
ル

宇

都

宮

鼎

著

，

東
京
商
科
大
學
及
び
慶
應
大
學
等

R
植
民
政 

策
の
講
座
を

#
任
せ
&
る 

>著
者
が
、
前
明 

を
旨
ど
し
飞
斯
學
の
要
綱
を
論
述
せ
&
れ
た 

る
良
著
に
し
て
資
料
鮮
新
、
論
議
剴
切
、
眞 

に
新
論
の
名
に
負
か
ず
。

m

撮

|

■

多
の
主i

商

題
I

出
し
”

新
奇
の
學
？

■
f 

一
 

證

す

。
本
書
は
眞
に
最
新
の
硏
究
に
基
く

'Y

■
肩
布
淡V

定

價

金

四

圓

財
政
學
の
要
綱
を
き
說
せ
ら
れ
た
る
好
參
考 

.
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A
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本
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內
地
送
料
金
拾
八
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ハ̂
?
上
製

_
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簾

鐺

工
業
經
濟
.の
骨
.子
た
る
資
本
對
勞
働
の
諸
問 

一

I 

)

 

題
を
詳
密
^
:硏
究
せ
ら
れ
/2
る

も
の
に
し
て|| 

, 

所
謂
.勞
働
問
@
に
對
ず
る
：敝
底
的
論
策
を
含||

棘
歧

み
、
各
種
思
想
上
の
赠
系
を
說
く
こ
と
明
决
，|

京
六 

極
め
-
?
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,
失

業

救

濟

施

設

に

就

い

X 

(

一

)

:
:

」

.

(

特
化
英
國
に
於
け
る
失
業
救
濟
を
論
ず)

V 

''ニ 

. 

. 

.

,

:

:

■

-

失
業
は
進
歩
の
暗
黑
面
を
ょ
く
表
は
し
て
ゐ
る
。
失 

業
は
向
己
の
必
要
S
す
る
も
の
を
總
て
肖
ら
生
產
す
る 

"所
謂
^
！給
出
足
の
經
濟
rr
t
會
に
は
起
ら
な
い
。'單
純
な 

る
股
始
*-
業
民
の
間
に
あ
つ
て
は
、
を
の
生
活
を
維
持 

す
る
ロ
必*

婴
な
る

資
料
を
，
,
M己
の
土
地
に
求
め
た
U 

.」

の
場
合
に
於
い
て
は
殆
ん
ざ
或
は
全
く
失
業
は
起
な 

か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
然
か
る
に
現
代
の
社
會
は
、
.生
產 

:.

第
十
六
餘(

1
ニ
九
.
1

)

雜

錄

'
へ
失
業
救
1

殷
卜

を
營
利
0
手
段
？
し
て
ゐ
.る
。
自
己
の
生
活
を
維
持
せ 

ん
が
た
め
に
財
«

の
生
*
を
^

る
ザ
W
ご
は
例
外
で
あ
つ 

て
、
殆
ん
ざ
總
て
生
產
し
た
る
財
貨
を
販
饋
し
て
、
利 

潤
を
獲
得
す
る
*

目
的v>

す
る
も
の
で
あ
る
。
企 

| 

:

業
家
は
利
潤
を
*

#
す
る，：；

VJ

が
可
能
で
あ
る

場
合
に 
|

の
み
生
產
を
行
ひ
、
勞
働
を
貨
入
れ
る
。
利
潤
を
獲
得 

す
る
こ
^
が
出
來
な
い
場
合
に
は
、
彼
等
は
新
な
る
企 

:.
:

業
を
中
止
し
、®

業
の
規
模
を
縮
小
し
、
生
產
を
制
限
. 

:
.す
る
。
さ
5
し
て
勞
働
«
そ
の
販
路
を
斷
た
れ
る
。
失 

業
は
此
處
R
原
因
す
る
の
で
あ
つ
てJ. 

L
.

 

C
o
h
e
n

の 

:

謂

ふ

が

如

く

「

現
代
の
資
^
^
主
義
的
生
産
時
代
の
副
產

| 

物

で
p

t
 

特
色
で
*,
る
1-
0

?

?
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h
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;
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o
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17
)

失
業
は
勞
働
#

に
對
し
て
最
も
嚴
肅
な
、
ま
た
最
も 

恐
怖
す
ベ
き
問
賴
で
あ
，る
。
.
そ
れ
は
彼
等
の
生
存
紀
最 

も
大
な
る
害
惡
を
與
へ
る
。
彼
等
の
活
氣
、
彼
等
の
貯 

蓄
、
彼
等
の
所
有
物
件
”
彼
等
の
家
庭
の
幸
福
は
、
斷 

卜
就
いV

 

第
九
虢 

八
^
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失槳
救濟
施設
に碑
ぃ
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第九鱗
：

八

'

え
す
.こ
の
失
業
.

V』..

い
.ふ
、デ
モ
；1
'ク
.レ
ー
ス
'
“
.
の
，細
に
ょ
0.
,. 

て
脅
か
$'
れ
る
o
を
れ
は
如
何
な
ん
時
に
於
い
て
、
ま 

た
彼
等
®
力
の
及
ば
な
い
原
因
に
.ょ

つ

て

、
.彼

等0
頭 

上
に
虛
ち
て
來
6
か
も
知
れ
な
い
。
然
か
も
失
業
は
稱 

に
勞
働
者
の
み
に
危
險
な
影
嚮
を
與
る
も
の
で
ぁ
^
ビ 

考
へ「

る
と
ビ
は
出
來
な
い
。
そ
れ
は
最
も
紛
糾
し
だ
^
 

鄭
な
る
社
#
問

題

:4
>
形
成
す
る
。
非
常
に
：多
擻
.の
も
の 

-

が
失
業
に
遭
遇
し
、
呻
吟
し
、:

公
共
の
救
濟
を
耍
求
し 

nr
文
町
國
の
汉
し
て
識
ろ
に
す
る
を
許
さ
な
い
幼
年
勞 

:

働
、：
婦
人
勞
働
、
赁
龈
-0
滅

1^
、;:
寶
淫
> 
飮
»■
等
の
問
一
：
 

題
を
起
3
し
：め
る
。
'の
み
次
ら
す
？
こ
れ
等
の
大
部
分 

の
も
の
は「

國
民
能
^」

(
N
a
t
i
o
s
r

 

e
a
c
i
e
n
c
y
)

の

發. 

レ
.展
を
阻
#
す

る

。
.を
れ
■故
.̂
合

衆
«
の
最
髙
法
院
の
:;
:
. 

L
o
u
i
s

 

D
_

 

B
r
a
s
d
s

は
失
業
は「

今
日
の
產
業
上
の
害 

^

の
最
も
惡
く
^
つ
；最

も

：普

及■せ

，る

も

の

で

ぁ

る

」

と 

辦

ひ

，

?

い
 

c
o
h
9
:
—

op. 

d
t
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P
.
T
S
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ま

た L
G
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0
を
びo

nは

一

失

業

は

现

代

經
.濟
.社

會
.の

根

本

問

題

の

|

で
.あ
る
。
.多
年
の
鬪
爭
に
ょ
つ
て
勞
働
«
は
.自
曲
を
纖〔 

ち
得
た
。
し
か
し
な
が
.ら
自
由
の
み
で
彼
等
は
生
存
し
：
 

得
る
：も
の
で
は
な
い
。
如
何
に
し
て
多
钜
の
努
力
.の
結 

果
達
成
し
ft
る
自
由
を
*
牲
ど
す
を
こ
ど
な
く
し
て
、

|

生

活

の

保

障

を

得

べ

き

で

あ

る

か

。

-

-
こ

れ

が

现

在

I
.

彼
等
の
®
遇
し
て
ゐ
る
，問
題

で

eh
-
る
。し

(

Q
cr
b

s :

丨 

u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 I
n
surance)

ヒ
い
ふ
己
ビ
を
述
ベ
て
ゐ

\
:
气

'

.

I:. 

/
、

失
業
の
勞
働
者
幷
び
に
ft
會
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
い

\

て
は
、
瓶
k
十
分
な
る
觀
察
が
試
み
ら
.れ
て
ゐ
る
。
M

一
に
亘
る
失
業
は
勞
働
者
を
し
：て
獨
立
.
0
意
氣
を
泔
喪

せ
し
め
、
ま
た
往
々
に
し
セ
.そ
の
有
す
る
熟
練
を
失
は

レ
め
.、

技

伽

の

.低7
を
來
す
”〕v

が
あ
る
。
さ
■ぅ
し
て

一
度
發
生
し
た
る
失
業
の
現
象
が
永
續
し
な
い
場
合
で

も
、
そ
れ
が
頻
繁
に
繰
6
:海
3
れ
る
場
合
に
は
、
勞
働

者
の
所
得
が
不
確
«

e $

る
.か
ち
、
彼
等
の
生
活
は
著 

し
く
‘動
搖
'せ
ざ
る
を
得
な
い
の「

み
匁
ら
す
、
精
神
的
に

不
安
の
念
f
iを
生
せ
し
.め
、
濫
费
の
弊
風
を
伴
ふ
こ
ミ 

に
な
る
o ：

こ
れ
を
一
般
社
會
か
ら
舰
れ
ば
、
深
浪
人
、
 

貧
R
め
發
氹V

 
f

r

社
會
ば
こ
れ
：が
救
濟
の
た
め
に 

負
擔
を
加
重
し
、
.犯

：罪

：の
：增

加

を

截

起

じ

、

v
社

會
0
公 

安

を

寄

す

るZ
と

に

な

る。
.
.
.

ノ 

「 

か
く
の
如
く
失
業
に
®
く
諸
々
の
困
難
は
、
脫
に
多
. 

ぐ
の
邦M

に
於
い
て
注
意
せ
ら
れ
た
：。
け
れ
ど
も
そ
の 

氓
產
に
#

す
る
影
響
に
就S

て
は
,
從

來

餘

ヶ

，注

意

を 

受
け
て
ゐ
な
い
o
勞
働
者
は
：生
產
を
增
加
せ
し
む
る
あ 

ら
ゆ
る
改
皮
案
に
對
心
て
、
失
業
す
る
か
も
知
れ
な
い 

ビS

冬
懸
念
か
ら
反
對
を
企
て
る
。
：機
械
に
對
す
る
改
：
 

偽
に
*
肘

を

加

へ

：
る
。

少
數
の
熟
練
の
技
倆
を
發
揮
せ
、
 

し
め
る
た
め
に
工
場
內
の
勞
徽
組
織
を
改
革
す
る
こ
ご 

に
反
：對
す
る
。科
學
的
經
營
法
は
攻
撃
せ
ら
れ
る
。勞
働 

紺
合
は
出
來
高
»
の
«

砠

支

»'^
に

對

し

て

戰

鬪

を

敢 

て
す
る
0
こ
れ
等
の
孰
れ
の
場
合
に
於
ぃ
-r
i

も
、

反
對 

の
火
部
分
は
失
業
の
懸
念
の
た
め
に
起
る
の
で
あ
る
。
-

さ

ぅ

し

て

そ

の

反

對
S
懸
念
足
は
I
し
て
無
理
か
ら
ぬ 

こ
ど
.で
あ
つ
て
、
何
人
も
こ
れ
等
の
生
產
上
の
改
善
が
、
 

結
局
勞
働
者
の
利
益〕

ど
な
る
も
の
で
あ
^/
ビ
い
ふ
こ
ど
；
 

を
、
勞
傭
者
に
對
し
て
カ
說
し
得
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
 

そ
れ
故
に
■產：：

業
の
生
產
能
率
を
著
し
く
增
加
し
や
ぅ
S 

す

る

も

の

は

、
，
先

づ

潇

，：

1

に
勞
働
卷
に
對
す
る
失
業
の 

厄

災

を

,?
完
全
に
除
去
山
な
く
て
は
な
ら
ぬ
-」

ビ
が
明 

か
で
あ
&

5
。
.要
約
；す
れ
ば
失
業
は
一
方
に
於
い
て
は 

勞
働
者
の
生
活
Q

M
迫
.

V:.

な
，る

も

，
の

で

あ

り

、

社

會

0
: 

負

*
を
*

加
す
る
'も
0
で
あ
る
が
、.
同
時
に
、
そ
れ
に 

も
劣
ら
#
生
.產
の
能
.率

這

、
.將
來
の
改
善
に
對
す
る 

一
大
障
碍
S
な

る

も

.の

で

あ

る

。

(J. 

L
. 

C
o
h
e
n
:

I
O
V 

d
r
V H3

■.
_
 

u

 

.

.英
國
に
.於
け
る
失
業
の
歴
史
は
"

一
六
〇

一
年
に
救 

貧
法(poor L

a
w
)

の
發
布
が
あ
.つ
た
.J V」

か
ら
見
て
、
 

少

も

工

リ

ザ
ベ
ス
女
直
の
時
代
ま
で
迎
る
こ
ビ
が

»i
U  
ti 

.^

锇
十
六
卷
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九
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失
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救
濟
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設u
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い
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第
九
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第
十
六
卷(

一
-:
九
S

雜

錄

.失
槳
救
濟
施
設
|:
就
ぃ
：て
/ 

. 

第
九
摅 

S

出
來
や
う
。c

u
n

a.D
g
h
a
m

は
失
業
は
十
五
六
世
紀
の 

圍

繞

運

動.. endosure m
o
v
e
m
e
n
t
)

の
結
果
で
あ
る
ビ 

，し

て

ゐ

る

。

十

八
(|
|
:
鋁

に

於

い

て

は

經

濟

上

の

恐

慌

の 

度
に
、
失
業
が
必
ら
中
發
生
し
た
。
然
し
失
業
が
救
貧 

I.
'
s
'
l
題w

し
て
で
な
く
、
社
#
間
題
ビ
し
て
認
め
ら
れ
る 

や
う
に
な
つ
た

の

は

.、

最

近ニ
十
五
年
以
來
の
こ
く
に 

過
ぎ
な
い
、s

w
a
r
d

 

R. 

Pease 

は
失
^
ぐ！Jnemploy- 

m
e
n
t
)

ど
い
ふ
言
葉
の
使
用
に
就
い
てO

x
f
o
r
d

 E
n
g
H
s
h

 

D
i
c
l
i
g
a
r
y

の
發
行
者
が
、
.

1

八
，九
四
部
十
二
月
の
日 

印
の
引
照
が
、
最
も
古
い
ど
い
ふ
こ
ミ
を
敎
え
た
€
■い 

つ
て
ゐ
る
。

':
来
阈
に
於
い
て
も
最
近
百
五
十
年
の
間
、
失
業
：が
記 

錄
せ
ら
れ
て
ゐ
た
，ど
い
ふ
己
t
ば
あ
ま
り
知
ら
れ
て
ゐ 

な「

い
？
農
業
ょ
.
o 

H

業
べ
推
移
し
た
時
失
業
が
起
り
、
 

.利

潤

を

獾

得

す

る

こ

？
が

總

て

の

動

機

、ど

な

K
、
舊
い 

靡
業
上
の
傅
統
を
:»
碰

€
す

る

秩

序

に

.代

る

や

う

に

な 

つ
て
，
失
業
は
愈
々
戴
大
な
を
問
題
V
Vな
つ
た
。
か
の

十
八
世
紀
の
末
葉
に
エ
ユ
ー
ィ
ン
ダ
ラ
ン
ド
に
工
場
制 

X
業
が
移
入
せ
ら
れ
、
此
處
に
失
業
の
發
生
す
ベ
き
諮 

條
件
が
完
全
に
具
は
つ
た
.0
で
ぁ
る
。

M
a
t
h
e
w

 

C
a
r
e
y

が

j

八
ニ
九
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

一
:,
.ィ
ァ
に
於
い
て
試
み
た「

低
廉
な
る
賃
銀
に
對
す
る
義 

一
戦
；(crusade 

against L
a
w
,

:
\
叫̂
€
5

)

€
週
す
る
^
說 

て
の
中
に
、
次
の
こ
ビ
を
述
べ
て
ゐ
る
。

\
「

鏠
女
は
斷
え
ず
仕
事
の
ぁ
る
時
で
さ
べ
も
、
を

の

所

.

I
'

得
は
^
活
を
維
持
す
る
に
足
ら
な
い
。
然
か
る
に
そ 

\

の
仕
事
は
非
常
に
不
安
定
な
も
の
で
ぁ
つ
て
、
屢
 々

成
る
時
に
は1

週
間
繼
續
し
て
、
ま
た
每
週
ー
‘

| 
.1

一
日
位
は
非
常
に
頻
繁
に
^
失
業
す
る
。
孰

れ

の

.

一
::
.場
合
に
於S

て
も
？
仕
事
を
探
し
求
め
、
或
は
待
つ
，
ぃ

」 

.た
め
に
、

ぅ
し
て
ま
た
出
來
上
つ
た
も
の
を
屈
け
;; 

:
ゐ
た
め
に
、
小

S

か
ら
ぬ
時
間
が
費
3
れ
る」

。

フ

ィ

ラ

、デ

ル

フ

ィ

ア
に

於

け

る

^
;同

じ

や

5

に

♦ホ
ス 

ト

ン

に

於

い

て

も

、

失

業

は

一
大

害

惡

で

あ

る

や

う

に

■亏
j-こ這

一卜

'思
は
れ
る
6 

:

:
「

屢
々
八
九
西
の
女
子
を
雇
傭
し
.て
ゐ
る1

大
裁
縫 

M

T
場
に
於
い
て
、

- V
八
二
八
年
に
は
：平
均
三
百
人
の 

••
女
子
を
侮
R
雇
傭
し
た
.の

：で

ぁ

る

が

、

數

ヶ

片

間
 ̂

均
西
七
十
人
以
上
に
出
で
な
が
つ
穴

Z

ビ
が
ぁ
る」

。 

ど
い
ふ
こV；

が
當
局
に
報
吿
ぜ
ら
れ
、ぃ
ま
卜
一
八::

九 

年

に

はNiles) 

R
e
sister

が
次
の
如
く
述
ベ
て
.ゐ
る
0 

「

フ
ィ
テ
デ
,

フ
ィ
ァ
に
於
い
て
は
利
日
.一}

萬
人
の
求 

:職
者
が
ぁ
*

 ̂
ニ
ユ
ー
ョ
ー
ク
に
於
い
て
は
ー
捣
人 

の
男
子
有
能
.者

{
&
〗e-bodied 

m
e
n
)

，
が

職

.業

を

求 

め
て
：市
中
を
彷
徨
す
る
.。
3
ぅ
し
て
若
し
之
に
職
業 

を
探
じ
て
ゐ
る
女
子
を
加
へ
る
と
、
そ
の
數
は
決
し 

て一

l
m人
を
下
ら
な
い
。

パ
ル
チ
モ
ァ
に
於
^
て
は 

N.

殆
ん
ざ 

一
®
人
の
も
の
が
不
安
定
な
歷
傭
に
從
事
し 

て

ゐ

る

。

拗

言

す

れ

ば

こ

の

，，人

々

は

事

實

上

十

定

の

:; 

職
業
に
從
事
す
る
K

か
出
來
な
い
れ
め
に
、
苦
し
. 

ん
で
ゐ
る
の
で
あ

る

」

。

笕
十
六
媸(

ニ一

九五

)

雜
錄
失
襞
救
■施

^
;

然
か
る
に
こ
の
間
題
が
餘
り
世
間
の
注
意
を
喚
®
し 

な
か
つ
ft
の
は
、
十
九
世
紀
の
終
ま
で
英
國
に
於
い
て 

も
、
米
國
に
於
い
て
も
、
失
業
者
が
彼
等
の
眞
の
事
情 

を
ょ
く
公
衆
に
知
ら
し
め
る
，こ
€
が
出
來
な
炉
つ
た
た 

|

め
で
あ
る
。
失
業
者
は
殆
んV」

竊
盜
犯
人
ビ
同
じ
や
ぅ
：
 

■
に
視
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、

一

七
七
六
年
に
メ
ソ 

1
ラ
ン
ド
の
竊
盜
犯
人(tMefj

は
左
吖
手
に
丁
の
烙
印 

'を
附
せ
ら
れ
、：
失
業
者

—̂

；

即
ち

無
賴マg

g
h
)

浮
浪 

|
:人
は
、
そ
.の
肩
に
只
の
印
を
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

(

い L. cohep:lop. cit, p
p
.

vo-2I.>

:
失
業
の
權
利
の
#
在
す
る
こ
ミ
を
十
分
に
立
證
す
る 

:

證
左
も
、
問
じ
く
十
九
世
紀
に
至
つ
て
見
出
さ
れ
る
。

\ 

H

場
生
活
の
發
展
は
、
y」

の
問
題
を
益
々
重
火
な
も
の 

ビ
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
英
米
兩
國
に
於
け
る
人 

，ロ
の
都
市
集
中
の
傾
向
は
、
.失
樂
者
を
小
範
圍
に
集
中 

せ
し
め
"
彼
等
は
容
易
に
_
體
を
組
織
す
る
1
^
が
出 

來
る
や
ぅ
に
な
つ
た
o
ま
た
彼
等
は
劇
的
集
#
を
な
す

L.

就いて
 

.

笫
九
號
九
一



笫

十

六

卷

(

ニ一

九
2

顿

錄
.

失
業
救
濟
施
變
就
：い
て 

第
九
號
.

も
ニ

.J
ミ
が
出
來
、
喪
的
行
列
を
な
し
、
公
衆
を
し
て
Z '
の 

問
題
の
容
勒
な
ら
ざ
る
こ
ど
を
知
ら
し
^
る
I:

必
要
.で 

あ
る
、亡
考
ベ
る
公
開
狀
を
、
發
行
す
る
こ
.

$

も
出
來
た 

の

で

あ

る

然

し

な

ヵ

ら
»
し
こ
の
失
藥
0
,危
^
が̂
1^
. 

等
新
し
い
も
の
で
な
いV

J

い
ふ
こ
i
を
主
張
す
る
こ
.^:j 

が
必
耍
で
あ
る
な
ら
ば
> 
四
1]
'

の
狀
態
が
凝
化
し
て
ゐI 

る
^
い
ふ
乙
^
を
許
容
し
:̂
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
。

一：時

代

: 

以
前
に
於
い
て
は
新
潇
業
、:
新

開

地

が

、
，
賴

槳

を

東

め

.I 

勢
働
甘
ん
ビ
す
る
人
々
を
特
づ
て
ゐ
た
の
で
あ
る0

各 

地
の
大
都
市
に
於
い
て
は
，
廣
■
者
の
た
め
の
*

#

*

一
 

金
が
へ
鑛
業
を
の
他
.の
逄
業
に
於
け
る
勞
働
者
の
不
斷
一 

の
鑛
要
を
充
す
た
め
に
#:
狂
し
た
の
で
あ
る
。
か

く

の
| 

如
き
事
情

0
.下
に
於
い
て
は
、
職
業
を
求
む
る
人
々
は
.
一
 

常
に
る
"
'の
因
的
を
達
し
.、
或
は
少
く
^
も
時
々
®
期
に 

起
名
失
莱
の
.打
«
に
».
1
え
る
こ
ど
が
出
來
る
、

y
j

多

数 

の

人

：々

は

信

中る
で

あ

ら

ぅ9
そ

れ

故

に

失

業

者

は

怪

. 

訝

に
.思

は

れ

る
C 

3

う
し
て
彼
は
放

埒
漢
、「

怠

け

も

の
し
0
“ 

w
o
n

ベw
o
r
k

o

で
あ
6

社
會
-.
0
寄
生
也
で
あ
る 

ご
し
で
取
扱
ば
れ
名
。，
.」

0
_見
解
站
今
H
の
勞
働
者
に 

對
し
て
も
、'
合
致
し
、
適
|1
:]
せ
.ら
れ
る
の
で
あ
る
，か
、 

思
盧
あ
る
も
の
は
こ
れ
に
賛
成
し
な
い
。
今
：

n

の
失
業 

者
は
眾
に
か
く
の
如

さ
怠
惰
潜
の
み
で
は
な
い
。(

こ
の 

::
點
は
後
段
に
洱
び
論
及
す
る
。)

熟
練
に
し
て
堅
實
な
る 

意
思
を
有
す
る
勞
働
者
が
、
麵
_
を
得
る
行
列
に
立
ち
、 

卜
失
業
者
の
示
威
行
列
に
加
は
.る
も
の
、
大
部
分
を
示
め 

て
ゐ
る
。
然
し
公
衆Q

而
前
に
そ
の
貧
窮
せ
る，」

i

 

，示
す
も
の
は
、
沈
默
じ
て
社
會
に
對
す
る
怨
睹
の
意
を 

强
め
る
嶮
惡
な
數
萬
の
も
:0
に
比
し
て
、
遙
か
に
少
數 

で
あ
る
こ
ビ
を
知
ら
な
く
セ
は
な
ら
ぬ
。

失
業
は
經
濟
界
の
：好
況
時
代
に
の
み
あ
る
の
_で
は
な 

い
。
平
時
®

最
も
產
業
の
多
忙
な
る
'時
期
に
於
い
て
も 

:
:猶
ほ
.
失
業
の
發
生
を
見
名
。
さ
：ぅ
し
て
周
W

的
に
現
は 

れ
る
不
況
時
代
に
於
い
て
は
，、
を
れ
は
實
に
夥
し
い
多 

数
に
上
る
C

ま
た
毎
^

|

定
の
峙
k

,產
業
が
有
敎
的
に

I
%S

®
要
し
な
い
、
所
謂
豫
備
軍
？
な
つ
て
ゐ
る
多
數
の
勞 

儆
者
の
銳
い
叫
び
谶
を
芤
に
す
る
の
で
ぁ
る
。
大
戰
の 

終
炮
;̂
典
に
、
こ
れ
ま
で
動
員
せ
ら
れ
て
ゐ
た
兵
士
及 

び
难
癖
品
の
製
造
に
從
事
し
て
ゐ
た
勞
働
潑
は
、
失
紫 

の
沌
命
に
逢
著
し
た
の
で
ぁ
つ
て
,
11
ら
に
こ
0
間
題 

は
®
要
性
を
加
へ
、•
且
つ
解
決
の
容
易
な
ら
ぬ
も
の
ど
. 

な
つ
た
の
で
ぁ
る
。

.

.

.

平
年
に
於
い
て
も
殆
んV

冬
季
每

k
、
英
米
の

大
.都 

ll
i
l-
:
於

い

て

、

「

働
一
ぐ
權
利̂
生
(;
る
權
利」

.「

1
0
の

：
 

勞
働
に
對
し
で
一
日
^
食

糧

を

'#
る
權
利
V
を
要
求
す 

る
長
旗
施
を
徽
し
た
行
列
を
W
路
に
見
出
さ
な
い
こ
ど 

は
な
い
。
か
ぐ
の
如
.
&
®
合

，に

は

、

政

府

當

同

ま

^

は 

.慈
_
團
體
に
對
し
て
、
失
業
者
の
た
め
に
纖
業
を
與

へ 

ま

^

は
救
濟
を
な
す
ベ
き
こ
^;

を
¥

求
す
'る
や
ぅ
に
な 

る

。
.
.
.
然

し

を

の

企

圖

は

多

く

成
功
を
贏
得
.て
.ゐ
な

い
。
 

失
槳
者
の
た
め
に
公
共
園
體
が
.事
業
を
開
始
し
、
ま
た

し
ひ
る
こ
ど
•か
出
來
な
い
。
救
濟
S
金
は
多
く
の
失
業 

勞
働
者
を
救
濟
す
る
に
足
ら
ぬ
や
ラ
に
な
つ
れ
-
貧
窮 

は
多
く
の
勞
働
者
の
述
命
で
ぁ
り
、
犯
罪
ど
齊
恶
€
は
. 

著
し
く
僧
加
す
る
-
J
.
r
o
o
h
e
n 

:—
op. 

pp. 
21-2

2
) 

E
 

:

然

か

ら

ば

失

業

漭

の

實

數

は

幾

何

で

ぁ

る

か

.°
不

幸 

に
し
て
失
業
統
計
の
完
全
な
る
も
り
ゆ
、
未
た
^
成
せ 

,?
>
.れ
て
.ゐ
な
い
。
然
し
な
が
ら
失
業
潘
侧
か
ら
提
出
せ 

'ら
れ
；/2
數
字
の
信
®
f

!%
に
：M
.ら
ざ
る
.
も

の

は

.
別

ど

し
 

て
-
、
；
英

®
の

勞

働
«-
か

ら
'
=
;刊
：せ

ら

れ

る

H
h
e

 

L
a
b
o
u
r

 

G
a
z
e
t
t
e

に
は
、
正
確
に
：近
い
有
益
な
：る
失
業
統
計
を
載 

せ
て
ゐ
る
o
こ

の

T
hn>
.
-

L
a
b
o
u
r

 

G
a
z
e
t
t
p

の
外
に
も 

多
數
の
.報
告
が
なS

で
は
な
い
'が
.、
そ
の
報
错
は
不
JE 

一.確
で
ぁ
り
、
，
重
菊
し
た
雜
が
颇
る
多S

。
休
，戦
以
後
に 

實
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
失
業
考
，̂
對

す

る

思

與

金

'制

度

に 

よ
つ
て
.は
、
失
業
者
の
數
が
爍
何
に
達
し
て
^

や
炉
を
，

は
職
张
す
る
こ
と
は
、：
總
て
の
失

.業
勞
.
働
紫
を
侧
足
せ
知
る
こ
と
は
出
來
な
い

,9

何
£
な
れ
ば
こ
の
制
度
に 

笫

十

六

怨
2

二
九
七)

雑

錄

‘失
槳
救
濟
施
殷
I-
:

秦
.い
て 

笫
九
號 

九
远



解

十

六

卷(

一
二
九
八)

.
雒

錄

I

救
濟
擊
し
就
い
て 

第
九
瞵

，.，
る
、
失

業

者

の

計

算

は

、

ぃこ

の

恩'®
[

に

浴

ず

る
資格に缺 

ぐ
る
ビ
こ
ろ
が
あ
る
多
数
の
失
薬
者
を
着
過
し
，て
ゐ
る 

.

か
ら
で
あ
る
。(P

e
r
c
y

 

A
l
d
e
n

 

•
• 

l
?
u
a
e

3-ployroenv) 

in. 

L
a
b
o
u
r

 

a
n
d

 

:
l 

Industry.》
~'.pub.:by:aniversitv 

of M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
V

 

:

.遮
莫
、T

h
e

 

L
a
b
o
u
r

 

G
a
z
e
t
t
e

の
失
業
統
計
の
中

に
は
、
，
 

'

:

パ 

. 

' 

.

.

.

.
-

(
r
)

失
業
の
場
合
の
用
意
_を
有
し
大
凡
0-
五
十
萬

の
勞
働
者
を
包
括
する
.勞
働
組
合
.の
每
月の
银

吿

0

，(

ニ)

：、
最
も
重
耍
な
る
裔
業
に
於
け
る
雇
傭
者
數
、

.■!
支

拂

た

る

賃

銀

の

合

計

额

に

.關

す

る

傭

主

の

報

告

り

:(

3)

各
種
の
職
業
を
包
括
す
る
地
方
通
信
員
及
び
へ 

-:
職

業

通

信

員

の

報

吿

。

;:
:

:

:

「

：ぃ

(

四〕

：ソ
求
人
者V

就
職
者
及
び
失
業
者
數
の
每
反
末
，
 

.

，
に
於
け
る
歷
储
係
員
：の
報
告
。

§

失
業
者
收
容
所
に
宿
泊
せ
る
被
保
險
勞
働
者 

數
、
失
業
給
付
及
び
失
業
期
間
に
關
す
る
國
民
健
康

:
保
險
法
管
理
者
の
報
告
。

■

,

を
包
括
し
て
ゐ
る
。
然
し
て
最
後
に
擧
げ
た

る

國

民
 

«
險
法
じ
ょ
る
被
保
險
者
は
、

一
九
一
二
部
ニ
月
二
十 

五

日

現

在

，に

於

い

て

、

そ

.の
總
數

一
千
ニ
两
捣
を
^
し

* 

|

失
業
統
針
の
資
料
^
し
て
最
も
善
き
も
の
で
あ
る
。

|

勞
働
省
に
於
い
て
試
み
ら
れ
た
る
表
解
は
、
;1
储
市 

一
場
の
*
勢
を
示
し
、
他
の
年
代
ビ
容
易
に
比
較
し
て
檢 

|

す
る
こ
^
が
出
來
る
。
を
れ
故
に
こ
れ
を
一
瞥
す
れ
ば
、

一
此
處
で
再
び
失
業
は
勞
働
者
を
不
斷
に
腿
迫
す
る
重
大 

\

事
件
で
あ
る
こ
€
を
褪
述
す
る
必
®
は
あ
る
ま
い
。
今 

|

最
近
の
數
字
を
揭
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。(J. 

K

 

\ 
C
o
h
e
n
:
—
op. 

d

r

d. 
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3
)

.
系
統
的
I：
勞

¥ :

代

：
;;
: ,

失 

I
 數
漏

 
l

p: M 

.

. 

る者の
%

一
九
ニ
〇
年
十
ニ
月
三
十
一

n

52
1、
s

翼

、
四A

;

ニ九ニー 
华一月三十一日

.

.
奢
.-一
一
突

_
バ八八
 

1

九1 
二 
¥
ニ
月
二
十
五
日

.
！、一2JT

七
 10 

_

、
!
<

—•
九
ニ
一
 
尔
三
月
ニ
十
四
日

「

J
、U
M、n
os\

八M八、-:ハさ】

i

i

i

i

n

!

九
ニ一

-¥
内
月11

十
九
日
一
、七炎、

.
1>0

七rm

七 

注
苊
。
对
の
爽
中
第
ニ
珩
ば
.ー
九
ニ
〇
¥ i

月
三
十i 

Bミ
め
る 

が
恐
ら
く
一
九
二1

¥
~月
'
1
1
1
十 
一
B
の
誤
植
で
あ
ら
ぅw

信
じ 

本
文
の
如
く
訂
正
し
た
。
ま
れ
摘
：要
羝
ニ
段「

系
統
的
に
勞
働
時 

|:
!
):̂
短
縮
せ
ら
れ
た
る
教
の
數」

と
稱
す
.
る
は
、
不
況
の
た
め

|:
、 

.
失
業
保
險
法
の
下
：1
1於
け
，る
給
付
か
交
く
る
梆
利
か
與
ふ
る
が 

如
さ
系
統
的
甚
礎
l:
i
リV

、
努
働
H
數
の
短
縮
乜
ら
れ
た
る
勞 

,
'働
潘
數
4*
.低
坫
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
|:
は
铞
週
1'日
か
短
縮 

.せ
ら
れ
、
或
は
餌
H
xlt.1

'足
の
n
l*
時
間
か
妞
縮
せ
ら
れ
-
給 

付
か
受
け
*さ
る
む
の
は
加
つ
て
焐
ら
2
。

|
九
ニ
一 

部
四
月
に
は
こ
れ
等
の
被
保
險
者
の
十
五 

パ
I

セ
ン
ト
の
も
の
が
全
然
失
業
し
、
九
パ
ー
セ
ン
ト

な
る
方
面
か
ら
最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
れ
か
ら
を 

0
事
情
の1

斑
を
親
ふ
こ
ビ
が
出
來
る
ビ
思
ふ
。

一
九 

ニ
九
年
九
月
の

H
h
e 

Labour  Gazette

に
よ
る
ビ
p ]

年
八
月
末
に
於
い
て
、
百
四
十
三
茁
九
千
七
rj
三
十1

 

人
の
組
合
員
を
有
す
.る
勞
#
組
合
a
、
そ
の
ニ
上
|
ハ
I 

'セ
ン
ト
の
失
業
者
を
出
し
：た
。
こ
の
組
合
の
組
合
員
に 

は
軍
務
に
從
事
す
る
も
の
を
除
外
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ 

て
、
ニ
パ
I
セ
ン
i

ぃ
ふ
數
は
殆
ん
ど
好
況
時
代
に 

於
け
る
普
通
の
數
字
で
あ
る
ヒ
い
ふ
こ
く
が
.出
來
る
。 

さ
う
し
て
て
の
數
字
は
八
月
ニ
十
九
日
に
四
十
^
妈
八
，

の
も
の
♦か
時
間
を
®
縮

せ

ら

れ

：た

の

で
.あ
る
。
前

者

の
Z

千
八
十
四
の
失
業
給
付
瞪
書
が
發
行
せ
ら
れ
た
こ
ヒ

比

率

は

こ

の

時

が

最

高

で

ぁ

つ

；て
：、
：

1

九

：〇八
-
—

ム 

¥
:に
.
.は

最

高

九•
五
パ
一
セ
ン
ト
に
過
ぎ
.な
.か
つ
た
の 

で

あ

，
る

。

(J
.

r

C
o
h
e
n

 

0*pcite 

pp. 

23-24)

次
に
少
し
く
こ
の
*
字
の
內
容
に
立
入
つ
て
研
究
し 

て
見
ょ
ぅ
。
こ
れ
は
前
！g

0統
計
迻
そ
の
年
代
を
異
に 

寸
る

が

、

猶
ほ
一」

れ
に
よ
つ
で
戰
後
の
產
業
界
の
如
何

併

せ

て

.讀

ま

な

く

て

は

な

ら

.ぬ

。

こ

れ

等

の

證

書

は

.次 

0
如
く
分
配
せ
ら
'れ
た
の
で
あ
る
。

A
l
d
e
n
: 

I

op. 

dr., 

p

勺
.29

-3
0
.)

普
通
勞
働
者(

男
子

)

 

少

年
.

婦
人

第
十
六
指
二 
ニ
九
九)

雜

錄

失
業
敘
濟
施
設L1

就
い
て

八
三
、
〇
三
五 

五
、
〇
〇
六 

四
九
、
〇
三
八 

第
九
號

金



m
十
六
餘

少

女

' 

「

動
員
解
除SR

子 

同
前
婦
人

、

.

(

5
0
0

)

雜

錄

:.
.,失業
救
濟
屋
|;
!
.就い
て
::

四
，、O

S
三 

で
あ
る
S
思
は
^
る

第
九
號

九
-レ

三

三

四

、
：九
ニ
五

, 

.
ニ

、2
1七

前
項
普
通
勢
働
者
の
中
.四
海
は
、
；第
二
期
の
十
三
®
 

間
の
先
業
以
後
に
於
い
て
も
減
額
給
付
を
受
取
つ
た
リ 

パ
こ
れ
に
ょ
つ
て

失
業
期(!
{
1の
相
當
に
長
期
に
宜
る
も
.0」 

か
、
.
約
半.*
を

占

め

て

ゐ

る

こ

ビ

が

察

せ

ら

^

る

で

あ 

ら
う
。
尙
ほ
前
に
も 

一
_言
し
た
如
くr
こ
の
勞
働
紺
合
の 

&
剖
は
何
等
決
定
的
の
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、

こ
れ
等 

，の
失
業
梁
以
外
に
も
柯
ほ
多
數
の
失
業
者
の
あ
る
こ
ビ 

を

記
憶
しな
く

-T
は
な
ら
ぬ

。
：そ
れ
：

W

同
時に
一
一十
四 

志
受
‘け
る

^
子
及
び
一.一
十
志
受
け
る
女
子
の
少
C

と

も
 

成
るj

部
の
も
の
は
-

——

給
付
金
額
は「

九」

八
年
十 

1

1月
に
そ
れ
ど
れ
ニ
十
九
志
及
び
ニ
十
五
志
に
增
加
せ 

ら
れ

:>
•
ヰ

う

し

て
そ

の

後

與

び

滅

贽

ら

れ

だ

^

^

若

し

も
彼
缭
に
#
働

し

や

う

ヒ
い
ふ
意
氣
，か
あ
れ
ば
、
職
業- 

を

見
出
す
こ

S
が

出

來

る

人

々

で

&
づ

た

こ

と

も

事

實

以
上
の
統
計
に
於
い
て
は
當
時
尙
ほ
軍
務
に
從
事 

し
、
何
れ
遠
か
ら
ず
動
員
を
解
除
せ
ら
る
ベ
き
多
败
の 

も
の
が
、
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
ミ
を
記
憶
し
な
け
れ 

ば
な
ら
.ぬ
。
然
か
る
に
英
國
か
ら
大
陸
の
戰
場
に
參
加 

ー，.
.し
.た
も
の
は
常
«

.

^
,

«
民
]1
1
兵
、
徵
.募

兵

か

ら

成

.
る 

|

が
故
汔
來
し
て
幾
何
の

歸
還
者
が
あ
6
、
幾
何
の
失 

|

梁
考
を
生
ず
る
や
を
攻
究
’す
る
に
は
、
こ
の
大
な
る
t s 

I

別
を
考
慮
し
な
ぐ
て
；は

な

ら

气
政
府
は
'遠
か
ら
ず
失 

I  
.業
者
の
S
査
に
著
手
^

る
で
あ
を
ぅ
か
ら
、
乙
れ
に
ょ 

I
'.
つ
て
事
實
の
JH

.

確
な
る
結
果
を
知
る
.こ
ど
が
出
來
れ
ば 

\
幸
福
で
あ
る

。
勞
働
組
合
の
報
吿
は
Z
れ

，
.に

加

入

せ

る

 

一

勞

働

者

に

限

：ら

れ

、
：
近

.
年

そ

の

'
加

入

紺

合

員

は

沸

常
な
：
. 

る
咐
加
を
見
^
.の
で
あ

る
が
1
,そ

れ
に
も
拘
ち
中
猶
ほ 

乙
れ
に
加
は
ら
ぬ
大
，
の
勞
働
者
が
あ
る
の
で
あ
.る
o 
ニ
 

(
P
e
r
c
y

 

A
l
d
e
n

 
:
l

 op* 

clt, 

pp.. 

s
-
3
r
j

失

業

を

救

濟

す

る

手

段

を

論

す

る

.も

の

は

、

先

づ

失
 

業
の
原
因
に
溯
つ
て
硏
究
し

な

く

て

は
な
ら
ぬ
。
失
業 

の
原
因
を
明
か
に
せ
す
こ
れ
を
諒
解
し
な
い
で
は
"
失 

業
を
救
®
す
る
手
段
も
ま
た

木

明

で

あ

或

は

適

切 

な
る
手
段
を
見
出
す
こ
ど
が
出
來
なS

か
ら
で
あ
る
,,
° 

米
國
の
多
く
の
學
激
の
揀
用
す
るS

e
e
b
6
h
m

 R
o
w
n
*

 

tree:

の
定
義
す
る
^
こ
ろ
に
よ
る
^

「

失
業
紫
^
：は
貪
.
 

銀
を
得
る
た
め
に
勞
働
を
求
む
る
も
、
彼
の
技
能
R
應 

じ
>
•;
そ
の
國
の
標
準
に
よ
り
て
‘正
當
な
りV

判
斷
せ
ら 

れ
た
る
條
件
に
於
い
て
？
何
等
適
當
な
る
職
業
を
見
出 

し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る」

S

い
，ふ

0

こ

の

定

義

は

決

し 

て
完
全
な
も
の
で
あ

る

W

は
云
へ
な
い
9
然
し
實
際
上 

の
必
要
に
は
己
れ
で
足
る
：の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
よ 

る
€
勞
働
不
適
者(t

h
e
:
u
n
e
m
p
l
o
y
a
b
l
e
s
)

 

■.は
除
外
せ 

ら
れ
る
。
疾
病
ま
た
は
精
神
上
の
缺
陷
あ
る
も
の
も
除 

外
せ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
勞
働
紙
伶
が
承
認
し
た
る 

賃
銀
よ
り
以
下
の
赏
銀
：を
受
取
る
乙
«
を
拒
絕
す
る
組
_

.
笫

士

ハ

怨2 

H

o

c
雜
.

錄
：

失
業
救
濟
施
設
*r .

合
勞
働
者
は
、
低
い
質
娥
の
職
業
を
見
出
す
こ
ビ
が
山 

來
る
場
合
で
も
失
業
の
內
に
包
括
せ
ら
れ
る
"

(
P
ercy 

A
l
d
e
n

 
丫 op. 

d
rpp, 
2
00
-2
9.

)

勞
働
不
適
者
は
失
業
者 

のS
：

に
加
へ
る
こ
^
は
出
來
な
い
。
尤
も
失
業
の
た
め 

I

に
勞
働
不
適
者
ど
な
る
も
の
が
非
常
に
多
い
の
で
ぁ
る 

一
か
ら
、
失
業
問
題
を
解
決
す
れ
ば
こ
の
後
の
問
題
も
大
：
 

部
分
解
決
せ
ら
れ
る
f」

ビ
に
な
る
。(P

e
r
c
y

 

A
i
d
s

 : 

I 

l  

op. 

d
t
,

 

pp. 

3
0
-
3
1
)

|

ま
た
多
數
の
臨
時
傭
の
勞
働
者
は
"
戰

爭

前

に

は

;:
; 

.

.

.
如
何
な
る
年
に
於
い
て
も
,

そ
の
家
族
達
を「

贫
乏
線」

「
^
p
o
v
e
r
t
y

 

l
i
n
e
o

以
上
に
骰
く
こ
ど
が
出
來
な
が
つ 

た
。
.彼
等
は
斷
え
t
不
倖
な
る
者
、
不
熟
練
な
る
者
、

1 

'十
分
な
る
能
力
を
有
せ
ざ
る
者
、
不
行
跡
な
る
者
の
中 

:
か
ら
容
易
に
補
充
せ
ら
れ
'る
。
彼
等
は
慢
性
的
に
失
業
:. 

(chronicallv 

§
€
1
1
1
|:>1
0
7ン
す
.6
の
で
な
く
て
ヽ
It
-̂
h
的 

に
職
業
が
不
足(chronicallv 

u
n
d
e
r
e
m
p
l
o
y
)

す
る
の 

で
ぁ
つ
て
、
如
何
な
る
時
に
於
い
て
も
數
週
間
以
上
に
.

:

就
‘い
て 

第
九
號
■

九
セ



第

十

六

卷(

ニ
n
〇
ニ)

傩
.

錄
失
業
救
濟
施
殷
：

r 

M

る
職
業
を
有
つ
乙

ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
V
彼
等
. 

は
現
代
0

產

業

狀

態

か

：：福

必

然

的

に

發

生

し

た

も

の

：.
 

で
、

乙
れ
に
就
い
て
ば
，

J
O
M

GOtuart 

M
i
l
l

が
至
言
を
:.
:
: 

な
じ
て
.

「

同
胞
及
び
子
孫
の
利
得
0'
た
め
に
犠
牲
^
せ
. 

ら

る

、

も

の

、
利

害

關

係

が

、

立

法

者

の

注

意

を

受

く 

V

き
最
も
JE
當
な
る
對
象
で
あ
ざ」

デ
じ

い
ふ
0
そ
れ

は 

1
©

重
要
な
る
ih
#

_
0;
w
究
の
S
象
で
あ
る
が
、
此- 

處
で
は
詳
論
す
る
ノ
を
避
け
、
さ
ぅ
し
て
失
業
ど
は 

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
^
い
ふ
疑
問
^

對

し

て

.
、

姑
 

£■
-く
前
述
の
如
き
實
際
的
必
耍
を
充
す
定
義
を
採
る
i
 

定
だ
け
を
述
ぶ
る
に
.1
1
:
:め
や
5
。(

？
3
7
: 

A
l
d
e
n

 

:
l
o
p
v
: 

at;,
 

V 

3
1
)

 

,

|

■ 

r
失

業

を

救

濟

す

る

た

め

に

：
、

^

«!
|

に

錄

す

る

需

耍

ヰ

一
 

供
給
：

w

を
必
然
的
に
調
節
し
や
父
^
す
,
現
代
國
家
の 

訐
:«
の
失
敗
が
、
根
本
0
困
雛
を
な
し
て
.ゐ
る
。
：產
業
:; 

が
何
處
爻
T:
も
擴
服
せ
ら
れ
て
、
普
通
の
人
ロ
增
加
を
パ 

吸
收
し
得
る
か
呑
か
明
言
す
る
こ
は
出
來
な
_ぐ

。
其

鶴
い
て 

第

九

龅

九

八
 

:
處
に
は
勿
^
限
度
か
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
け
れ
ど
も
^
 

R

そ
の
限
度
に
到
達
し
て
ゐ
る
か
否
か
は
疑
11
1
1で
あ 

，
る
。
現
在
の
人
ロ
の
必
耍
を
充
す
た
め
比
、
な
す
べ
き 

:
多

：
の
職
業
の
あ
る
.場
合
に
は
、
人
P

過
剩
が
失
業
の 

|
:原
因
で
あ
る
.>2
認
め
る
乙
^
は
殆
ん
ざ
出
來
な
い
。
 

j

產
業
祉
會
に
於
け
る
现
實
の
變
動
は
、
季
節
的
變
動 

| 

(seasonal 

fiuctuat

o-n
〕

及

び

周

沏

的

變

動

0

1
0*
ユ 

一fluctuation)

に
分
け
て
考
ベ
る
こ
^
が
出
來
る
。
孰
れ 

\

も
勞
働
に

對す
る
需
要
供
給
の
不
調
和
を
い
ふ
も
の
で 

|

あ
る
。
以
下
こ
の
ニ
つ
の
繁
II
動
描
に
つ
い
て
前
取
に 

述
べ
る
こ
ど
に
し
や
ぅ
。

一
:
:
一
 

定
の
職
業
に
は
.多
忙
な
名
傘
節 
>匕
閑
散
な
る
季
節

y

ど
が
あ
る
。
そ
れ
は
季
候
に
よ
り
、
或
は
習
憤
に
よ
ヶ
、

ま
た
そ
の
外
種
々
の
原
因
に
よ
り
て
發
生
す
る
o
こ
れ

に
就
い
て
は
幾
多
の
m
論
を
叙
述
す
る
よ
り
も
，
例
を

•'
.以
つ
て
說
明
す
る
方
が
問
題
の
理
解
を
容
舄
な

ら

し

め 

る

か

ら

、
次

に.そ
.の
.

一.r
三

の
.例

を

場
.げ
.や

う

。
或

る.树

の

：

製
造
工
業
に
於
い
そ
は
、
原
料
の
生
產
が
季
節
の
影
響 

を
受
け
る
ね
め
K-
^

fe
w

^

e

a

d
 

s
e
a
s
o
n〕

を
生
す
る
o

例
へ
ば
傲
介
、
染
物
、
野
菜
の
嫌
詰
業
の
如
き
V

の
が
こ 

れ
で
あ
る
”

ま
た
或
る
種
の
エ
業
に
於
い
て
は
、

の
性
質
上
か
く
の
如
き
现
象
办
起
る
も
⑴
が
あ
る
。
例

| 

へ
ば
土
木
建
築
業
ま
^
は
ペ
ン
キ
塗
業
の
如
き
は
"1

\ 

贼
に
冬
季
及
び
天
候
不
良
な
る
時
に
間
散
で
あ
る
' 
f

\

 

た
需
要
が
成
る
季
節
に
片
寄
る
た
め
に
>
.を

の
時
特
に| 

多
€•
な
薪
業
が
あ
る
。
靡
率
の
：衣
類
製
造
業
"
秋
季
の
印
一 

刷
業
の
如
き
が
^
の
例
で
あ
6 

o
そ
の
外
船
渠
事
業
ヒ
一 

右
炭
採
掘
業
は
一
月
多
忙
で
五
、六
月
湖
®

製

材

業

ば| 

、
五

、
へ
：
六

月

多

忙

で

ナ

ニ

只

閑

®

t
象
具
製
造
業
は
四
刃
::
:
:一

多
忙
で
一
”
間

散

、

製

本

、
；
印

刷.燬
革
製
造
業
は
十」

 

ー
月
多
忙
で
八
月
聞
«:
と
い
ふ
エ
合
で
あ
る
。
さ
；ぅ
し 

て
各
稱
の
斟
業
を
通
觀
す
れ
ば
、
英
國
の
み
な
ら
す
獨 

逸
に
於
い
て
も
、
fj
l
l
iil
西
に
於
い
て
も
，
ま
た
米
_
に 

於
い
で
も
、
十
二
月
ょ
o
. 
一.、
ニ
乃
に
.至
る
冬
季
：に
聞 

第
十
六
# 

. 

c 

一
H

0三)

雜

0

,

失
業
救
濟
施
殽
I:

散
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
失
業
者
も
亦
こ
の
册
間
が
最
も 

高
率
を
示
し
て
ゐ
る
。
冬
季
は
被
服
、
食
糧
、
燎
火
、 

燃
料
の
諸
费
用
が
最
も
崙
む
時
期
で
あ
る
か
ら
、
勞
働 

者
は
冬
季
の
失
業
の
た
め
に

生
活
の

M
逍
を
最
A
痛
切 

に
感
す
る
こ
S
に
な
る
。

し：

こ
れ
等
の
季
節
的
變
動(

#
0
5
0目
1f

b
c
t
u
a
t
i
o
n
v
R

 

對
し
て
は
"
如
何
に
し
て
こ
れ
を
緩
和
す
ベ
き
か
。，
を 

れ
は
問
散
な
る
時
に
事
業
を
繰
延
ベ
、
或
は
勞
働
者
の 

技
能
を
以
て
な
し
得
る
他
の
同
«
類
の
«
業
に
從
事
す 

る
.に
あ
る
。
前
述
の
ペ
ン
キ
塗
菜
者
の
如
き
は
天
候
の 

不
良
な
る
時
及
び
冬
季
^
室
內
の
作
業
を
な
し
”
ま
れ 

は
塗
換
を
行
ふ
や
ぅ
に
す
る
の
.は
を
の
一
例
で
あ
る
” 

各
枷
の
衣
服
製
造
業
者
が
閼
傲
な
る

||
#

を
旣
製
品
の
製 

造
に
利
用
す
る
と
す
れ
ば
ノ
乙
れ
^
從
辦
す
る
勞
働
翁 

は
失
業
を
緩
和
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
の
も
そ
の
一
例
で 

あ
る
。
次
に
は
勞
働
時
間
を
短
縮
し
、
.失
業
ょ
リ
生
ず 

る
损
書
を
多
數
の
勞
働
者
が
分
循
す
る
こ
ど
も一

の
方

i

い
て
'

笕
九
號 

九
九



f
六

海

O
H
0四)

雜

錄

失

議

濟

I
に
就
い
て

：

：

S

J 

5
0

法
で
あ
るo

ま
れ
間
散
な
る
蕻
業
に
從
事
す
る
勞
働
者

を
，
他
の
多
忙
な
る
事
業
に
轉
換
せ
し
め
る
z

S
も
一

の
方
法
.で
あ
る
。Sidney 

W
e
b
b

の
如
き
は
最
後
の
方

法
に
對
し
て
、
こ
れ
は
全
'^
季

節

的

_

動

を

免

れ

し

む

，
る

も

の

で
あ
る

^
推
賞
し
で
ゐ
る
が
、
然
し
な
が
ら
事

實
に
於
い
て
は
勞
働
の
轉
換
は
か
‘
容
易
で
は
な
い
。

::
:假
り
に
轉
換
し
得
な
^
し
て
も
、
統
訐
の
示
す
ビ> J

ろ

に
據
る
ビ
勞
働
に
對
す
る1

:

方
の
需
要
皮
他
方
の
供
給

ビ
は
，
品
質
數
量
に
於
い
て
合
致
じ
な
い
の
で
あ
る
が

ら
、
：氏
の
說
に
は
賛
成
す
る
こ
^
が
出
來
な
い
。

.
次
^:
烟
期
的
«
動(

0
'<
&

0

臣̂

&

&
§)

に
就
い
^̂

V
あ
る
' が
、
へ
こ
れ
は
，?a
代
產
業
g
ra
の
根
本
に
由
來
す

，る
經
濟
的
原
因
に
ょ
つ
て
發
生
ち
る
も
0

で
あ
つ
て
、
.

:

i
和
な
る

文

明

國

11
:
業
國
の
事
業
に
も
隨
伴
す
る
51

象
，で
.あ
る
。英
國
に
於
い
て
は
： 
一
A
六
六

年

八
七
九

年
、r

八
a
五
^

六̂
年
、
.一
八

九

三

五

牟

、

一
九 

O
K
I

—

五
牢
、
及
び
最
近
三
四
年
來
の】

般
的
ヂ
ff
i

時

代

が

あ

.

」

れ
等
の
不
況
時
代
は
六

年

力

至
十
年 

.の
間
隔
を
®
い
て
一
八
七 
一
T
^
四
年
、
一
八
八
一
部
、

一

八

八

九

^
九
〇
年
、

一
八
九
九——

一
九
〇
〇
年 

等
の
好
況
時
代
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
不
況
時
代
汉
於
い 

て
は
失
業
者
は
著
し
く
增
加
し
て
、
ニ
、
三

パ
ー
セ
ン 

ト
ょ
り
十
パ

I

セ
>

ト
に
も
達
す
る
こ
^
が
あ
る
。

一
 

九 

一
二
年
に
は
十 
一\

し
セ
シ
卜
以
上
に
達
し
、

j

九 

〇

九

年

の

如

き

不

況

な

る

年

し

於

い

て

は

、

八

'

九

パ
：
 

丨

セ
ン
ト
の

失

業

者

のあ
る
こ
ど
は
普
通
の
乙
€
、
考 

へ
ら
れ
る
。(Percy 

A
l
d
e
n

 

op. 

c
r
o
. 

3
3
)

:

1

瞥
し
たV

こ

ろ

で

は

、

現

代

の

產

業

は

，
：

n
lli
l競
# 

如
度
で
あ
っ
て
、
何
等

|1
!
家
の
活
動
に
ょ
っ
て
制
規
せ- 

ら
れ
ず
、
た
ぃ
急
激
な
擴
張
ご
事
實
上
の
縮
少

i
に
ょ 

つ
て
、
變
動
す
る
も
の
で
あ
る
や
ぅ
に

®
は

る̂
。
然 

し
な
が
ら
癖
喪
供
給
の
法
則
を
永
久
の
眞
现
で
あ
る
€ 

考
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
若
し
も
鹿
期
的
變
動
を
取
に
生
產 

過
剩
に
歸
す
る
な
ら
ば
、
現
代
社
會
制
度
が
あ
る
場
所

.ミ
他
の
場
所
に
於
い
て
、

一
定
財
貨
の
'必
要
及
び
需
要 

を
充
足
：せ
し
め
な
い
.罪
を
!®
過
す
：る

のV」

同
じ
で
あ 

る
。
こ
れ
等
の
聲
動
の
殿
因
ば
も
つ
ど
深
い
根
*
が
あ 

る
の
で
あ
つ
て
、
m
に
過
剩
生
產
の
み
か
ら
起
る
の
で 

は
な
s

>
さ
ぅ
ム
て
こ
れ
が
救
濟
策
は
、
现
代
の
產
業 

上
の
秩
序
を
根
本
的
に
：改
造
し
ノ
:
^
Itf
i
競
带
を
撤
廢
す 

る
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
で
.あ
ら
ぅ
。
然
し
か
く
の
如 

き：

ユ
I
ト
ビ
ァ
は
容
勒
に
«
.現
せ
ら
る
ベ
く
も
な
い
。

. 

そ
れ
故
に
少
く

，、
し

も

を

の

.弊

窖

を

緩

和

す

る

方

法

を

見 

出
3
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。「

多
數
の
も
の
が
勞
働
朮
場
に 

投
出
さ
：れ
、「

貧
乏
人
の
侧
^
服
路
を
有
れ
な
い
財
貨
そ 

の
物
に
對
才
る
M-(

の
.需

要

が

あ

：つ

て

、

十

分

吸

收

せ

ら 

れ

な

い

の

は

不

幸

で

は

：な

い

：か

。

」

國

家

常

而

の

；問

題

は

• 

_

何

に

し

て

眞

の

游

製

を

有

效

な

k

u
む

る

か

に

在

す 

る

。

即

ち

如

何に
し

て

多

數の
も

の
>
if
i

t
力

を

增

加 

せ

し
む

る
か
ビ

ぃ

ふ

こ
ど

に

あ

る(
.
P
e
r
c
y

 

A
l
d
e
n

 

: 

—

失
業
の
原
因
を
研
究
す
る
に
方
つ
て
は
、
失
業
が1 

時
的
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
慢
性
的
の
も
の
で
あ
る 

>
」

ど
を
記
憶
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
"
平
時
に
於
い
て
も 

• 

ニ 

V

Iセ
ン
ト
以
上
の
^
業
*
が
め
る
こ
•こ
は
、
旣
に 

|

前
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
0
現
代
の
產
業
紕
織
は
多
数 

I

の
豫
備
軍
を
必
要
ど
し
て：

ゐ
る

。
さ
う
し
て
こ
の
豫
備 

l
5r
:
は
、
各
權
の
事
業
に
從
事
す
る
勞
働
卷
か
ら
成
立
つ 

| 

I
Vゐ
る
。
吾
等
の
恐
る
る
の
は
孰
れ
か
一
種
の
事
業

 ̂

\

於
け
る
過
剩
勞
働
で
は
な
.い
。
不
熟
練
勞
働
に
限
る
過 

剩
勞
働
で
は
'なs

o
豫
f

は
各
純
の
斯
業
の
總
て
の 

:

,勞
働
者
か
ら
矹
立
つ
て
ゐ
る
。
.彼
等
は
或
る
牟
、
或
る 

I.',..

季
r

.に
は
-職
業
.を
冶
す
る
.で
あ
.ら
う
か
、
然
か
も
辭
要 

I

に
'對
す
る
勞
働
の「

般
的
正
常
的
過
剩
供
給
が
あ
る
の 

で
あ
る
o
さ
し
て
そ
れ
は
多
少
人
口
增
加
に
原
因
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
ょ
K
V多
く
現
代
の
產
業
紐
織
の 

た
め
に
生
ず
る
も
の
.で
あ
る
。
现
代
社
會
は
勞
働
の
買 

手

ょ

り

も

常

に

そ

の

寶

手

の

方

が

多

い

^

^

各

人

に

 
一|

第

九

號
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一

o
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c

r

pp. 
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3
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销
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二
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H〇
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錄

.失
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救
猶
施
殽
に
#
い
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輿

士

ハ

猞(

S

0

5
雜
.

錄

失

槳

敕

濟

施

設

に

雜

ぃ

て

 

.

.

.
竹t

J

1〇

二
-

の
職
業
，
 

でな
く
て
、
 

ニ
人
に i

「

の
職
業v

い
ふ
背
理
を 

示
し
て
ゐ
る
。(Percy 

A
l
d
e
n

 :
:
!
6
P
.

 

d
r
,

P
.

ぶ

ま
た
失
業
に
は
產
業
敎
育
の
不
足
、
少
部
勞
働
及
び 

個
.人
的
缺
陷
が
第
一.1:
の

失

業

の

原

因

で

*:
る

か

も

知

れ
 

な
い
が
、

一
定
の
時
期
に
總
_て
.：の

事

業

に

於

い

て

勞

働 

の
：非

常

なる
過
剩
が
ぁ
り
、
芷
常
の
：時
期
に
於
い
て
も 

若
干
の
®
剩
が
ぁ
る
。
失
樂
は
單
に
不
熟
練
勞
働
者
ま 

へ

た

は

勞

働

組

合

に

加

久

せ

ざ

る

勞

働

者

の

み

の

問

題

で 

は
なS

。
冬
れ
は
ま
た
少
數
個
人
の
慢
性
的
怠
惰
の
問 

題
节
は
な
い
。
ぁ
る
勞
働
組
合
の
調
査
.し
た
？ y
ろ
に 

ょ
る
ど
、
不
況
の
#
に
於
い
て
は
二
十
乃
至
四
十
パ
ー 

-セ
シ
ト
の
失
業
者
が
ぁ
9
、
：好
況
の
年
に
於
い
て
も
讪 

人
の
想
像
す
る
以
上
に
多
數
の
失
業
者
が
ぁ
t

乙
れ 

等
は
必
ら
中
し
も
個
人
的
缺
搭
を
有
す
る
も
の
で
は
な 

い

勿

論

個

人

的

®,
陷
を
^
す
る
も
の
は
、
然
か
ら
ざ 

る
も
•の

に

比

し

て

多

く

失

業

す

る

:0
然

し

な

が

ら

こ

の
 

こ
ビ
は
決
し
て
失
業
の
®
象
そ
れ
自
體
を
說
明
す
る
も

，
の

で

は

な

い

。

そ

れ

故

に

個

人

的

缺
陷
を
本

來

の

失

業 

の

原

因

に算
へ
る
こ
^
は
出
來
な；

い
。
缺
陷
を
有
す
る 

も
の
は
、然
か
ら
さ
る
も
の
に
比
し
て
多
く
失
業
す
る
。 

然
し
な
が
ら
®

j

階
級
の
勞
働
者
A
小
況
に
方
つ
て
は 

失
業
す
る
こ
^
を
實
见
す
る
:■
•

宴

に

失

業

は
勞
働
者
幷 

び
に
ff
i

zk
の
力
を
以
つ
て
变
配
す
る
能
は
ざ
る
經
濟
的 

81
力
に
ょ
つ
て
、
發
生
す
る
も
の
で
あ
る
ビ
云
は
ね
ば 

な
ら
ぬ
。(

P
e
r
c
y

 

A
ld
e
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丫 op. 

c
r

pp. 

3
4-3

6)

.:
:

:次
に
戰
後
の
不
況
s
失
業
^
を
慨
觀
し
、
救
濟
の
歷 

史
的
硏
究
ビ
最
近
の
施
設
•己
に
就
い
て
述
べ
る
こ
で」

に

「 

し
や
う
。(

未
完)

.
ウ

并
リ
ア
ム
*
モ

リ

ス
.の

J
簾

主

義
：；
_

' 

加

由

:'
哲

モ
リ
ス
の
マ
ベ
ク
ス
主
義
的
傾
^
は
？
前
述
の
如
く 

そ
のV

ィ
シ
ド
マ
ン
£
の
共
者「

社
會
主
義
原
理
要
領」 

に
お
.い
て
最
も
明
白
に
表
は
：れ
て
ゐ
る
：が
、
‘同
#

に

お 

'け
る
マ
：
ル
ク
ス
主
義
的
傾
向
：は
單
に
そ
の
歴
史
觀
の
み
. 

に
止
ま
ら
ず
、
新
社
會
の
要
求
t
し
て
の
集
產
主
義
に 

も
及
ん
で
ゐ
る
。
同

#

:

^

「

社
會
主
義
原
玴
耍
領」

ど 

呼

ゆ

る

、

の

は"
實

に
.：
マ
：
ル
：
ク
：
：ス
±

義

耍

領

ビ

云

ふ

の 

€

同
じ
で
あ
る
。
次
に
槔
げ
ろ
同
書
ょ
b
の
引
用
は
、
 

こ
の
斷
定
の
誤
ま
ら
な
い
こ
く
を
立
證
す
る
で
あ
ら

「

現
時
に
お
け
る
吾
々
の
.目
的
は
：何
か
。
そ
の
あ
る
も

の
に
就
い
て
は
、
旣
に
述
べ
れ
。
吾
々
は
近
い
將
來 

に
お
い
て
進
ん
で
行
く
と
信
す
る
通
を
柑
示
す
る
に 

過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

♦ 

•
:
段
衆
の
紐
織
並
に
代
表
の 

フ
.
問
題
に
就
い
て
追
.及
す
べ
き
唯j
の
目
的
は
現
在
並
へ 

R
將
來
に
あ
け
る
す
べ
て
の
社
#
力
を
民
衆
の
支
配 

下
に
置
く >

し
€
で
あ
る
。
五
！！々

は
土
地
を
民
衆
の
^
: 

.，
め

に

宴

求

す

る

。
.地
上
.
.又
は
地
|卜
に
在
す
る
す
べ
て
. 

の

有

用

物

ま

た

は

美

し

い

も

の

の

あ

る

我

|«
の

土

壞 

が
、
最
早
小
數
满
の
權
力
增
大
ビ
貪
愁
の
た
め
ど
に 

所
有
さ
れ
な
い
で
、
民
衆
の
多
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